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   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３３Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｃ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３１Ｈ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５５Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｍ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３２Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６３３Ｄ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５１０Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   5/00    ５５０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月18日(2013.11.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】プロジェクター、プロジェクターシステム、およびプロジェクターのデー
タ出力方法
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像および／または音のデータを入力するデータ入力部と、
　入力した前記データを出力するデータ出力部と、
　前記データ出力部により出力される前の前記データをキャプチャーし、１以上の他のプ
ロジェクターに対して転送するデータ転送部と、を備えるプロジェクターであって、
　前記データ出力部は、前記データ転送部により前記データを転送した後、前記データ入
力部から入力された当該データを出力することを特徴とするプロジェクター。
【請求項２】
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　入力された前記データを一時記憶する一時記憶部を、更に備え、
　前記データ出力部は、前記一時記憶部に記憶された前記データを、所定の時間だけ遅ら
せて出力することを特徴とする請求項１に記載にプロジェクター。
【請求項３】
　前記１以上の他のプロジェクターに対するデータ送信にかかる時間を算出するための同
期用信号を送信し、送信した前記１以上の他のプロジェクターから、前記同期用信号に対
する応答信号を受信する同期用信号送受信部と、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する、前記同期用信号の送信から前記応答信号の
受信までにかかる送受信時間を取得する送受信時間取得部と、
　取得した前記送受信時間に基づいて、前記１以上の他のプロジェクターからの前記デー
タの出力を同期させるための同期調整時間を算出する同期調整時間算出部と、を更に備え
、
　前記データ出力部は、
　前記同期調整時間算出部により算出した全ての前記同期調整時間のうちの最大時間を前
記所定の時間として、前記一時記憶部に記憶された前記データを遅らせて出力し、
　前記データ転送部は、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する前記データの転送に際し、前記最大時間から
転送先の前記他のプロジェクターの前記同期調整時間を差し引いた時間が経過した時に、
当該転送先の他のプロジェクターに対して前記データを転送することを特徴とする請求項
２に記載のプロジェクター。
【請求項４】
　前記１以上の他のプロジェクターに対するデータ送信にかかる時間を算出するための同
期用信号を送信し、送信した前記１以上の他のプロジェクターから、前記同期用信号に対
する応答信号を受信する同期用信号送受信部と、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する、前記同期用信号の送信から前記応答信号の
受信までにかかる送受信時間を取得する送受信時間取得部と、
　取得した前記送受信時間に基づいて、前記１以上の他のプロジェクターからの前記デー
タの出力を同期させるための同期調整時間を算出する同期調整時間算出部と、を更に備え
、
　前記データ出力部は、
　前記同期調整時間算出部により算出した全ての前記同期調整時間のうちの最大時間を前
記所定の時間として、前記一時記憶部に記憶された前記データを遅らせて出力し、
　前記データ転送部は、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する前記データの転送に際し、前記データに加え
、前記最大時間から転送先の前記他のプロジェクターの前記同期調整時間を差し引いた時
間を同期時間情報として、当該転送先の他のプロジェクターに転送することを特徴とする
請求項２に記載のプロジェクター。
【請求項５】
　前記同期用信号送受信部は、
　前記同期用信号および前記応答信号の送受信を、所定の時間の間隔で実行し、
　前記送受信時間取得部は、
　前記同期用信号送受信部による送受信が実行される度に、前記送受信時間を取得し、
　前記同期調整時間算出部は、
　前記送受信時間を取得する度に、当該送受信時間に基づいて、前記同期調整時間を算出
することを特徴とする請求項３または４のいずれか１項に記載のプロジェクター。
【請求項６】
　第１のプロジェクターと、１以上の第２のプロジェクターと、が接続されたプロジェク
ターシステムであって、
　前記第１のプロジェクターは、
　画像および／または音のデータを入力するデータ入力部と、
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　入力した前記データを出力する第１データ出力部と、
　前記第１データ出力部により出力される前の前記データをキャプチャーし、前記１以上
の第２のプロジェクターに対して転送するデータ転送部と、を備え、
　前記１以上の第２のプロジェクターは、
　前記第１のプロジェクターから転送された前記データを受信するデータ受信部と、
　前記データを受信した後、当該データを出力する第２データ出力部と、をそれぞれ備え
、
　前記第１データ出力部は、前記データ転送部により前記データを転送した後、前記デー
タ入力部から入力された当該データを出力することを特徴とするプロジェクターシステム
。
【請求項７】
　１以上の他のプロジェクターと接続可能なプロジェクターのデータ出力方法であって、
　画像および／または音のデータを入力するデータ入力工程と、
　入力した前記データを出力するデータ出力工程と、
　前記データ出力工程により出力される前の前記データをキャプチャーし、前記１以上の
他のプロジェクターに対して転送するデータ転送工程と、
　入力された前記データを一時記憶部に記憶する一時記憶工程と、
　前記１以上の他のプロジェクターに対するデータ送信にかかる時間を算出するための同
期用信号を送信し、送信した前記１以上の他のプロジェクターから、前記同期用信号に対
する応答信号を受信する同期用信号送受信工程と、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する、前記同期用信号の送信から前記応答信号の
受信までにかかる送受信時間を取得する送受信時間取得工程と、
　取得した前記送受信時間に基づいて、前記１以上の他のプロジェクターからの前記デー
タの出力を同期させるための同期調整時間を算出する同期調整時間算出工程と、を実行し
、
　前記データ出力工程では、
　前記一時記憶部に記憶された前記データを、前記同期調整時間算出工程により算出した
全ての前記同期調整時間のうちの最大時間だけ遅らせて出力し、
　前記データ転送工程は、
　前記１以上の他のプロジェクターに対する前記データの転送に際し、前記最大時間から
転送先の前記他のプロジェクターの前記同期調整時間を差し引いた時間が経過した時に、
当該転送先の他のプロジェクターに対して前記データを転送することを特徴とするプロジ
ェクターのデータ出力方法。


	header
	written-amendment

